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 皆様、いかがお過ごしでしょうか。今回、私は２つ
のことを書かせて頂きます。１つは昨年の１１月、福
井県の病院の研修会で若年性認知症についてお話を
させていただいたこと、２つ目は３月に日本医療研究
開発機構（ＡＭＥＤ）の事業に位置する「脳とこころ
の健康大国実現プロジェクト」の成果報告会に参加し
たことです。 
 
まず、１つ目ですが、福井県で認知症ケアの研修を

担っている病院で、インタビューを通して私が知るこ
とが出来た若年性認知症者とご家族（妻）の思いにつ
いて話をさせて頂きました。参加者は３０名弱、所属
は地域包括支援センター、病院、福祉施設などで、職
業は保健師、看護師、介護士の方々でした。 
地域での活動に参加する若年性認知症者へのイン

タビューで、ご本人は「なぜ、自分が認知症になった
のだろう？」と自己に問いかけていました。予期して
いない認知症になったことでご本人は危機的な状態
になります。しかし、ご家族の支えや自己を認めてく
れるような環境（家族会など）に身を置くことができ
ると、自己を維持するという体験を得ていることが分
かりました。 
また、妻はご本人の状況が理解出来ず、問題解決に

なかなか向かえないためストレスが増幅しているこ
とが分かりました。社会学者のポーリン・ボスによれ
ば、認知症者のご家族は身体的には存在しているが心
理的に不在であると認知される「曖昧な喪失」の状態
に身を置くことになります。このような状態にある家
族には家族ストレスマネージメントが重要となり、そ
の一方法として家族会や第三者の理解とサポートが
必要であることを話しました。 

 
2つ目の「脳とこころの健康大国実現プロジェクト」

の成果報告会の内容ですが、皆さんの中で参加された
方もいらっしゃるかもしれませんね。ＡＥＭＤは国が
定める「医療分野研究開発推進計画」に基づき、９つ
の重点分野を中心とする医療の基礎から臨床までの
研究開発を推進しています。 
この中の1つである「脳とこころの健康大国実現プ

ロジェクト」では、脳科学と関連分野の柔軟かつ有機

的な連携体制を構築することで、精神・神経疾患の克
服を目指す研究を強力に推進しているそうです。その
成果事例の１つに、認知症予防のための登録システム
「IROOP○R（アイループ）」の運用開始があります。 
今回は講演とポスター発表が行われ、その内容は細

胞レベルの研究から診断・治療、ケアや予防に関する
こと、そして社会的な取り組みなど多岐にわたるもの
でした。 
そのうち若年という言葉が含まれていたポスター

発表は2件でした。1件は若年性認知症の有病率と生
活実態を把握するための調査の紹介でした。皆さんが
ご存知の2017年から2019年までの3年間にわた
って実施されているものです。もう1件は遺伝性の若
年発症型アルツハイマー病に初めて医療の手をさし
のべる活動の紹介でした。 
ご本人による講演もありました。一般社団法人日本

認知症本人ワーキンググループに所属している方で、
５１歳でレビー小体型認知症と診断されたそうです。
ご本人は大きなショックを受けましたが、医師から
「不安な気持ちを 1 つ 1 つ除いていきましょう」と
言われ、自立支援医療制度や障害年金のことなどを説
明してくれたそうです。また、ご主人からは「残った
脳をつかえばいいよ」と言われ、ご本人は前向きに考
えられるようになったそうです。 
彼女の語りの中で、「病気に負けないのではなく、

自分に負けない。一度や二度の失敗で家族はあきらめ
ないで欲しい」というメッセージが私の心に強く残り
ました。 

 
これからも彩星の会の皆様と歩んでいきたいと思

いますので、宜しくお願い致します。 
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３月２５日午後１時から定例会を兼ねた 201８年度

総会が新宿区立障害者福祉センターで開催された。 

 
２４名の家族会員のほかに賛助会員、および見学の

方の参加もあった。 

議案は「昨年度活動報告」「決算報告」「会則変更」

「今年度活動計画」「今年度予算」「今年度役員選出」

についてで、議長の森から説明があり幾つかの質疑応

答のあと全員賛成で承認された。 

 
また、当日青森県八戸で開催された全国若年認知症

フォーラムへの出席のため彩星の会の総会に参加で

きなかった宮永和夫先生から手紙が送られてきて、厚

東知成先生から代読があった。 

そのあと、休憩を挟んでハワイアンバンド「池島敏

男とケイ・アイランダース」による演奏とフラダンス

の披露で会場が盛り上がったあと、今度は近くの戸山

公園に移動し箱根山での満開の桜を楽しんだ。 

また、会場に残り厚東先生を囲んで情報交換するグ

ループもあった。 

 

今回の総会では、これまでの小澤代表から新しく森

代表に変わったことが最大のポイントで、今後森新代

表のもとに新しい彩星の会がスタートする。 

今後の発展を大いに期待している。（羽鳥記） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度役員（世話人） 
（敬称略・五十音順） 

代 表  森 義弘 

副 代 表  小澤 礼子 

  羽鳥 彰紘 

世 話 人  青津 彰 

         伊藤 直子 

         糀田 佳代子 

         鈴木 冨美子 

         土橋 慈子 

         二見 しづ子（事務局） 

         三谷 彰 

         三橋 良博 

         柳井 明子  

監 事  中島 由利子 

顧 問  干場 功 

宮永 和夫 

         比留間 ちづ子 

         勝野 とわ子 

         木舟 雅子 

         牧野 史子  




